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１．はじめに  

 風力発電所新設工事において，風車基礎支持地盤の深度に当初想定からの相違が生じたため，追加調査実施

を実施し，風車の設置位置を再設定し施工した事例について報告する． 

２．課題  

 当該風車では，当初の調査として基礎中心１箇所にてボーリング調査を実施して、ラップルコンクリートに

よる置換厚 2m の直接基礎形式にて設計を実施していた．その後，施工時における掘削深さ確認のため追加ボ

ーリングを実施したところ，基礎西側では支持地盤として見込んでいた層が傾斜により想定より深い位置に

出現した上に，上部が強風化層との互層であったため，支持地盤の深度が 9m となることが判明した．  

風車基礎において，基礎直下に良好な支持地盤が確保できない場合には，ラップルコンクリートによる置換，

あるいは杭基礎への基礎形式の変更を行う．ラップルコンクリートの一般的な適用範囲は深度 3m が限度であ

り，9m のラップルコンクリートは経済的でない上に，特殊構造物として取り扱われる恐れがあった．特殊構

造物は，風力発電の工事計画審査において追加の専門家委員会での検討が必要となる構造物を指す．専門家委

員会に伴い事業開始時期の遅れが見込まれることから，設計では可能な限り回避することが望ましい． 

杭基礎を採用した場合，支持地盤は換算 N 値 50 以上の堅固な地盤であるため，基礎東側では杭長が確保で

きないことが予想された．大きく杭長が異なることで異種基礎と判断された場合には，同様に特殊構造物とし

て取り扱われる恐れが高かった．さらに，水平力に対する杭自体の負担については適切な想定が難しく，専門

家委員会に要する期間も長期にわたる恐れがあった． 

３．対策  

追加の専門家委員会での検討を要する場合の所要期間は未確定であり，場合により事業計画へ影響を及ぼす

遅れとなる可能性も否定できなかった． 

そこで，より抜本的な対策として，風車の設置位置の変更について検討を行った．風車の設置位置を変更す

る場合には，動的解析を含めた再設計が必要となること，また，電気事業法に基づく工事計画届のために WF

認証を再取得する必要があることから，追加の設計期間が必要となる．しかしながら，想定所要期間は推定可

能であり，かつ，事業内で対処可能な期間であると判断し，設置位置の変更を方針とした， 

設置位置の検討のため，風車サイト内にて追加ボーリング調査を 6 箇所で実施した（図１）．また，地質調

査と並行して構造解析を実施し，再設計に要する期間の短縮を試みた． 

４．結果  

 再設計により，最深 2m のラップルコンクリートによる置換を用いた直接基礎として設計を行うことができ

た（図２）．また，再設計に要した期間は 2 ヶ月であり，通常の 8 ヶ月の 75％短縮となった．このため，事業

全体における影響を最小限に抑えることができた． 

５．まとめ  

本件と同様に，想定外の地質条件が事業全体の大きなリスクとなる例は，以前より事欠かない．このような
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リスクを低減するためには，やはり事前の追加地質調査と，大胆な設計変更が重要であるということが，本体

験より得た学びである． 

 

 

 

図１ 追加調査平面図 

 

図２ 風車位置変更後の基礎地盤 
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